
軽井沢軽井沢議 会議 会
だよりだより

141
令和 5年

1212

P8

P10

P6

P20

P2

P9

P19

P21

P5

P7

委員会リポート委員会リポート

一般質問一般質問

視察報告視察報告

補正予算・議決結果・陳情補正予算・議決結果・陳情

タウンミーティングタウンミーティング

夢
に
向
か
っ
て

夢
に
向
か
っ
て



令和６年１月25日　第141号 2

一口
メモ

「
議
会
と
タ
ウ
ン

「
議
会
と
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
よ
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
よ
り

　このタウンミーティングは、議会
活動の様子を直接お伝えするとともに、参加者と議員が一緒に考える
というワークショップ形式で行われ、住民の意見を町行政運営に反映
することを目的としています。今回は「多世代で考えよう　若い世代
が希望を持てるまちづくり」をテーマとして話し合いました。

今
回
は
11
月
8
日
（
昼
）
ほ
っ
ち
交
流
館
／
11
月
8
日
（
夜
）
旧
軽
井
沢
公
民
館
／

11
月
9
日
（
夜
）
追
分
公
民
館
の
3
会
場
で
「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」

か
ら
名
称
を
改
め
、「
議
会
と
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

用
途
地
域
の
変
更

用
途
地
域
の
変
更

は
で
き
な
い
か

は
で
き
な
い
か

問　
追
分
の
啓
明
別
荘
地

内
の
無
指
定
地
域
と
第
一

種
低
層
住
居
専
用
地
域
の

線
引
き
は
数
十
年
前
に
行

わ
れ
た
も
の
で
実
態
を
反

映
し
て
い
な
い
。
早
急
に

無
指
定
地
域
を
第
一
種
低

層
住
居
専
用
地
域
に
変
更

で
き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
要
望
の

地
域
に
限
ら
ず
町
の
南
側
、

主
に
発
地
地
区
の
無
指
定

地
域
は
県
指
定
の
農
業
振

興
地
域
で
あ
る
。
用
途
変

更
を
行
う
に
は
県
と
の
協

議
が
必
要
だ
が
、
農
振
地

域
の
指
定
解
除
は
か
な
り

難
し
い
。

病
院
の
黒
字
は

病
院
の
黒
字
は

問　
1
0
0
床
の
公
立
病

院
で
あ
れ
ば
繰
入
金
は
通

常
4
億
5
千
万
円
程
度
と

言
わ
れ
て
い
る
。
今
回
当

町
は
10
億
円
で
あ
っ
た
。

決
算
黒
字
は
3
億
8
千
万

円
で
あ
っ
た
が
、
町
に

返
っ
て
き
た
の
か
。

病
院
事
務
長　
黒
字
は
固

定
資
産
を
含
め
た
も
の
で

あ
り
、
す
べ
て
が
現
金
と

い
う
訳
で
は
な
い
。

（
関
連
記
事
Ｐ
16
・
20
）

他
病
院
と
の
医
療

他
病
院
と
の
医
療

連
携
は

連
携
は

問　
別
荘
住
民
が
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に
は
、

東
京
と
軽
井
沢
病
院
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
治
医
の
連
携

が
必
要
で
は
。

病
院
事
務
長　
地
域
医
療

連
携
室
を
通
じ
て
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
と
の
連
携

を
行
っ
て
い
る
。
相
談
し

て
も
ら
え
ば
対
応
が
可
能
。

別
荘
滞
在
者
向
け
広
報
誌

で
の
告
知
も
検
討
し
た
い
。

一口
メモ

農業振興地域とは…地域経済を活性化し、農業に特化した支援を受ける地域です。

語ろう語ろう
　あなたの思い　あなたの思い

皆
様
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
を
後
日
、
町
側
に
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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性
被
害
を
防
ぐ
　

性
被
害
を
防
ぐ
　

に
は
に
は

問　
「
生
命
（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
」（
文
科
省

の
性
被
害
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
中
学
校
で
は
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
小
学
校
で
は

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
性

被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、

周
囲
の
大
人
が
ど
う
対
応

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
。
大
人
に
知

識
が
な
い
た
め
子
ど
も
が

悪
者
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
算
は

1
ク
ラ
ス
2
〜
5
万
円
程

度
で
で
き
る
た
め
費
用
は

さ
ほ
ど
必
要
な
い
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
組
成
や
人
材
確

保
が
大
変
で
は
あ
る
が
、

実
施
し
て
ほ
し
い
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
児
童

生
徒
た
ち
が
性
犯
罪
・
性

暴
力
の
被
害
者
、
加
害
者
、

傍
観
者
に
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
公
立
保
育
園
お

よ
び
小
中
学
校
で
の
講
習

会
実
施
を
令
和
6
年
度
に

予
算
措
置
し
た
い
。
ま
た

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
保

育
士
、
教
職
員
の
全
員
が

共
通
認
識
を
持
て
る
よ
う

包
括
的
な
性
教
育
を
実
施

す
る
と
と
も
に
研
修
会
の

実
施
方
法
も
工
夫
し
た
い
。

（
関
連
記
事
Ｐ
11
）

自
然
保
護
対
策
　

自
然
保
護
対
策
　

要
綱
に
拘
束
力
を

要
綱
に
拘
束
力
を

問　
自
然
保
護
対
策
要
綱

（
以
下「
要
綱
」と
い
う
。）

は
守
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。「
景
観
行
政

団
体
」
や
条
例
化
な
ど
拘

束
力
の
あ
る
も
の
に
見
直

し
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
課
長　
景
観
行
政
団

体
は
現
在
長
野
県
。
景
観

行
政
団
体
へ
の
移
行
に
つ

い
て
は
課
題
も
あ
り
、
要

綱
で
指
導
す
る
こ
と
が
い

い
の
か
も
含
め
検
討
す
る
。

　
ま
た
要
綱
を
条
例
化
し

て
も
法
律
を
上
回
る
規
制

は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

要
綱
の
内
容
見
直
し
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。
今

後
、
庁
内
で
横
断
的
な
組

織
を
立
ち
上
げ
、
用
途
地

域
、
景
観
規
制
も
含
め
見

直
し
の
検
討
を
行
う
。
例

え
ば
簡
易
宿
所
の
管
理
者

駐
在
規
定
と
い
っ
た
も
の

は
早
め
に
や
る
。
土
地
利

用
規
制
な
ど
時
間
を
要
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
継
続

し
て
見
直
し
を
図
り
た
い
。

　
要
綱
の
規
制
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
冊
子
の
簡
易
版

を
来
年
度
作
成
し
て
周
知

し
た
い
。

生命の
安全教育とは

民
泊
規
制
は

民
泊
規
制
は

問　
管
理
者
の
い
な
い
貸

別
荘
業
が
ま
か
り
通
っ
て

お
り
、
利
用
者
が
夜
中
に

花
火
を
あ
げ
た
り
、
大
騒

ぎ
を
す
る
な
ど
本
当
に

困
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

の
し
っ
か
り
と
し
た
ル
ー

ル
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
課
長　
宿
泊
者
が
い

る
間
は
管
理
者
が
当
該
地

あ
る
い
は
隣
地
に
駐
在
す

る
管
理
者
等
駐
在
規
定
を

い
れ
る
等
要
綱
を
改
正
す

隣の民泊施設から投げ捨てられたゴミと草刈りしない崖

る
か
検
討
す
る
。

　
法
律
の
壁
が
あ
る
の
で

条
例
化
は
難
し
い
。
大
騒

ぎ
の
抑
制
ル
ー
ル
に
つ
い

て
は
す
で
に
「
善
良
な
る

風
俗
を
維
持
す
る
た
め
の

要
綱
」
で
定
め
て
い
る
。

こ
の
要
綱
は
長
年
見
直
し

て
い
な
い
の
で
、
自
然
保

護
対
策
要
綱
と
合
わ
せ
て

見
直
し
た
い
。

（
関
連
記
事
Ｐ
18
）

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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設
計
会
社
変
更
は

設
計
会
社
変
更
は

あ
る
の
か

あ
る
の
か

問　
庁
舎
の
建
て
替
え
内

容
を
見
直
す
中
で
設
計
会

社
が
変
わ
る
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

総
合
政
策
課
長　
設
計
事

業
者
の
見
直
し
の
是
非
は
、

庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業

推
進
委
員
会
で
議
論
を
し

て
い
る
。
1
月
開
催
予
定

の
第
3
回
目
の
委
員
会
で

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
最

終
判
断
は
町
長
が
行
う
。

現
時
点
で
　
　
　
　

現
時
点
で
　
　
　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要

リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要

で
は
で
は

問　
議
会
だ
よ
り
1
4
0

号
の
町
へ
の
提
言
の
中

に
、
教
育
委
員
会
等
の
ス

ペ
ー
ス
が
狭
い
と
の
記
載

が
あ
っ
た
。
庁
舎
改
築
を

待
た
ず
に
、
現
時
点
で
リ

フ
ォ
ー
ム
を
検
討
し
て
は
。

総
合
政
策
課
長　
庁
舎
改

築
周
辺
整
備
に
な
る
べ
く

コ
ス
ト
を
か
け
な
い
よ
う
、

中
央
公
民
館
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
案
も
提
示
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
公
民
館
機

能
拡
充
施
設
の
検
討
を
推

進
委
員
会
の
中
で
進
め

る
。
現
時
点
で
す
ぐ
に
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

現
庁
舎
で
リ
モ
ー
ト

現
庁
舎
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
試
行
を

ワ
ー
ク
の
試
行
を

問　

今
か
ら
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
訓
練
す
れ
ば
、

庁
舎
ス
ペ
ー
ス
も
削
減
で

き
る
の
で
は
。

総
合
政
策
課
長　
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
問
題
、
運
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
と
様
々
な

課
題
も
あ
る
の
で
、
整
理

を
し
、
６
年
4
月
か
ら
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
試
行
的
に
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
て

い
く
。

今
後
納
税
者
は
　

今
後
納
税
者
は
　

減
っ
て
い
く
が
返
済

減
っ
て
い
く
が
返
済

計
画
は

計
画
は

問　
将
来
の
人
口
動
向
を

見
な
が
ら
の
計
画
が
必
要

で
は
な
い
か
。
今
後
大
幅

人
口
減
が
予
想
さ
れ
る
。

80
年
か
ら
1
0
0
年
後
の

税
収
も
考
え
な
が
ら
計
画

し
て
ほ
し
い
。

総
合
政
策
課
長　
庁
舎
を

建
て
年
2
億
〜
3
億
円
の

庁舎改築周辺整備
事業推進委員会

庁
舎
改
築
に
関
す
る
質
問

返
済
を
し
て
も
、
町
の
財

政
状
況
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

問　
納
税
者
が
少
な
く
な

る
が
、
少
子
化
の
影
響
に

よ
る
試
算
を
し
て
の
回
答

か
。

総
合
政
策
課
長　
将
来
の

人
口
推
計
を
出
し
、
そ
れ

も
踏
ま
え
た
中
で
庁
舎
建

設
予
定
も
進
め
て
い
る
。　

特
命
事
項
実
現
へ

特
命
事
項
実
現
へ

問　
副
町
長
は
特
命
で
あ

る
。
も
っ
と
情
報
発
信
を

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。

副
町
長　
副
町
長
と
し
て
、

必
要
に
応
じ
町
長
に
報
告
、

相
談
、
判
断
を
サ
ポ
ー
ト

し
支
え
て
い
る
。
庁
舎
改

築
周
辺
整
備
事
業
に
関
す

る
情
報
発
信
も
、
そ
の
業

務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
。
自
ら
広
告
塔
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

町
長
の
公
約
事
項
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
徹
底
し
た
情

報
公
開
や
信
頼
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
の
た

め
体
制
作
り
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
住
民
参
加
の

手
続
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
住
民
説
明
会
等

を
ル
ー
ル
化
す
る
た
め
の

指
針
を
策
定
し
た
。

（
関
連
記
事
Ｐ
９
）

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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高校生たちの意見では、話し合いの中で電車等
の交通費を安くして欲しいという要望を

持っていたが、女子生徒たちが自転車で通学しない背景
にはジャージでの登校が校則で許されていない現状があ
ることに気づいた。「町へ要望する前に、学校の校則を変
える提案をする、自分たち自身で出来ることがあるのではないか」等、当事者意識をもった発言が多く
聞かれました。
　終了後、生徒会新三役からは「来年度もぜひやりたい」との要望をいただき、高校側からも「今後も
継続的にミーティングの場を設けていただき、恒例化していければ」とのコメントがありました。

①交通手段（よぶのる、自転車他）
②自然環境（ゴミ、動物他）
③居場所（交流、お店他）

テーマ

●現状のホテル稼働率はコロナ前に戻っており、
人手が足りず、宿泊を制限しているホテルもあ
る。町内に外部から来た働き手の住居が少ない
ことも課題。
●観光シーズンのタクシー不足からライドシェア
なども研究課題である。

●近年観光地は宿泊税を導入している。軽井沢で
も宿泊税を導入するのはどうか。
●ふるさと納税の活用内容に観光が含まれていな
いが観光振興も活用先に含めたらどうか。
●ユニバーサルツーリズムは観光協会でも取り組
んでいるが、町との協働も必要。

観光協会役員の皆様と観光協会役員の皆様と
総務常任委員会との懇談会総務常任委員会との懇談会 ５年10月26日  13:00～

軽井沢高校で
タウンミーティングを開催

軽井沢高校で
タウンミーティングを開催

高校生
からの

第 2回

　４年12月のタウンミーティング開催後、５年３月に、軽井沢高校生徒会よりまちづくりに関す
る提案をいただきました。提案内容の中から３つのテーマに絞り込み、９月28日に軽井沢高校
にて2回目のタウンミーティングを開催し、昨年度も参加いただいた生徒会役員の皆さんも含め
ワークショップ形式で意見交換を行いました。

テーマ  　トークde 議会では各種団体・
グループと意見交換会を

開催しています。

一口
メモ

一口
メモ

ユニバーサルツーリズムとは…高齢、障がいの有無、国籍などにかかわらず、全て
の人が楽しめるよう作られた旅行です。

〜いただいた意見の一部〜

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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視
察
先

●
香
川
県
小
豆
島
町
役
場 

持
続
可
能
な
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム

　
小
豆
島
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
町
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
の
魅
力
を
観
光
客
へ

伝
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
み
、
2
年
連
続

で
「
世
界
の
持
続
可
能
な

観
光
地
ト
ッ
プ
1
0
0

選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

自
然
保
護
と
環
境

自
然
保
護
と
環
境

を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を
　

を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を
　

開
催
開
催

　
「
S
D
G
s
」
を
学
べ

る
研
修
旅
行
を
実
施
し
、　

カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
プ
と
い
っ

た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
な
が
ら
海
洋
ゴ
ミ
を

回
収
す
る
体
験
ツ
ア
ー
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
充
実

　
町
職
員
や
事
業
者
を
対

象
に
、
持
続
可
能
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー

を
定
期
的
に
開
催
し
、
主

催
者
の
観
光
協
会
が
英
語

通
訳
ガ
イ
ド
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

地
域
文
化
と
伝
統

地
域
文
化
と
伝
統

の
保
護
・
継
承

の
保
護
・
継
承

　
特
産
品
で
あ
る
素
麺
や

醤
油
な
ど
の
業
界
全
体
に

対
し
、
町
が
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

住
民
と
の
連
携

住
民
と
の
連
携  

　
　
　

　
　
　

　
高
校
生
か
ら
の
提
案
に

よ
り
、
地
域
の
祭
り
に

は
「
10
種
の
分
別
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
視
察
を
終
え
て

　
小
豆
島
に
お
け
る
持
続

可
能
な
観
光
は
、
環
境
へ

の
配
慮
だ
け
で
な
く
、
観

光
と
地
域
文
化
・
伝
統
と

の
調
和
、
観
光
客
に
対
す

る
啓
発
、
そ
し
て
地
域
住

民
と
の
連
携
な
ど
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
大
き
な
共
感
を

覚
え
ま
し
た
。

　
当
町
で
こ
の
取
り
組
み

を
根
付
か
せ
る
に
は
、
自

然
環
境
へ
の
配
慮
や
住
民

を
は
じ
め
観
光
施
設
や
ホ

テ
ル
に
よ
る
ゴ
ミ
の
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
そ

し
て
何
よ
り
も
地
域
住
民

の
協
力
を
促
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

　
視
察
先

●
岡
山
県
真
庭
市
役
所
　     

循
環
型
農
業

　
真
庭
市
で
は
メ
タ
ン
発

酵
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
出
る
生
ご
み
・
し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
か
ら
液
体
状

の
肥
料
で
あ
る
「
バ
イ
オ

液
肥
」
を
作
り
、
希
望
す

る
市
民
に
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

S
D
G
s

S
D
G
s  

に
向
け

に
向
け

た
取
り
組
み

た
取
り
組
み

　

バ
イ
オ
液
肥
を
作
り
、

液
肥
ス
タ
ン
ド
を
9
ヶ
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
バ
イ
オ
液
肥
利

用
者
に
よ
る
「
液
肥
研
究

会
」
を
組
織
し
、
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
　

農
業
の
担
い
手
　

確
保
と
後
継
者
の

確
保
と
後
継
者
の

育
成
育
成

　

都
市
部
に
お
い
て
起

農
・
就
農
者
に
向
け
、
農

業
知
識
習
得
講
座
の
「
起

農
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、

移
住
就
農
へ
の
サ
ポ
ー
ト

や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
担
い
手

へ
ス
ム
ー
ズ
な
農
地
の
受

け
渡
し
が
で
き
る
よ
う
、

農
地
利
用
意
向
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　

　
視
察
を
終
え
て

　
真
庭
市
で
は
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
・

し
尿
物
を
活
用
し
、
資
源

と
し
て
活
か
す
こ
と
で
循

環
型
農
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
の
課
題
解
決
と

S
D
G
s
が
有
効
に
組
み

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
生
ご
み
・
し
尿

処
理
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
や
、

回
収
場
所
・
液
肥
か
ら
の

臭
気
が
あ
る
た
め
、
別
荘

地
・
観
光
地
で
あ
る
当
町

で
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　
当
町
の
営
農
者
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
学
ぶ
た

め
に
、
J
A 

や
営
農
者
、

有
機
栽
培
農
業
者
へ
の
視

察
や
聞
き
取
り
を
行
う
こ

と
が
必
須
だ
と
考
え
ま
す
。

一口
メモ

世界の持続可能な観光地ＴＯＰ 100 選とは…持続可能な観光の国際的認証団体
であるグリーン・デスティネーションズが表彰している制度のことです。

一口
メモ

バイオ液肥スタンドバイオ液肥スタンド

総
務
常
任
委
員
会 

視
察
報
告

世
界
に
選
ば
れ
た
観
光
地
へ

地
域
資
源
を
活
用
し
た

循
環
型
農
業
を

視
察
報
告
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視
察
先

●
滋
賀
県
湖
南
市

▲

市
役
所
、
い
し
べ
共
働

作
業
所

障
が
い
者
の
就
労
支
援

　
障
が
い
者
へ
の
就
労
支

援
に
つ
な
げ
る
施
策
を
探

る
た
め
、
障
が
い
者
支
援

の
取
り
組
み
、
な
ら
び
に

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
支
援
策

障
が
い
者
支
援
策

　
基
本
計
画
で
は
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
一
人
ひ
と
り
の
発
達
・

成
長
を
支
援

②
輝
き
た
い
、
働
き
た
い
、

意
欲
に
応
え
る

③
毎
日
の
生
活
を
支
え
る

④
支
え
あ
い
、
共
生
す
る

地
域
を
つ
く
る

い
し
べ
共
働
作
業
所

い
し
べ
共
働
作
業
所

施
設
の
概
要

●
就
労
継
続
支
援
B
型

　
定
員
20
名
、
利
用
者
19

名
●
利
用
者
の
平
均
年
齢
：

42
才
（
年
齢
や
身
体
的

な
理
由
で
企
業
就
労
困

難
の
方
、
就
労
の
意
思

は
あ
る
が
精
神
的
問
題

で
難
し
い
方
対
象
）

●
支
払
い
月
額
工
賃
：

　
平
均
2
5,
7
2
7
円

　
（
3
5,
0
0
0
円
の
人

も
あ
り
）

●
送
迎
は
個
々
の
状
況
に

よ
り
対
応

●
作
業
内
容
：
照
明
器
具

組
立
・
家
電
製
品
部
品

組
立
・
紙
袋
加
工
等

　
視
察
を
終
え
て

●
湖
南
市
役
所

　
注
目
し
た
の
は
、
乳
幼

児
→
就
労
期
ま
で
の
切
れ

目
な
い
「
発
達
支
援
シ
ス

テ
ム
」。
当
町
で
も
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
各
課
横

断
的
に
隙
間
な
く
、
み
ん

な
で
取
り
組
む
「
も
れ
な

い
支
援
」
は
、
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

●
い
し
べ
共
働
作
業
所

　
利
用
者
さ
ん
が
集
中
し

て
作
業
を
さ
れ
て
お
り
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
大
手

企
業
か
ら
の
受
注
も
多
数
。

当
町
で
も
障
が
い
者
の
方

の
就
労
支
援
に
向
け
、
行

政
と
タ
ッ
グ
を
組
み
な
が

ら
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
視
察
先

●
大
阪
府
松
原
市

▲

人
口
約
11
万
6
千
人

▲

高
齢
化
率
約
30
・
1
%

病
院
経
営
に
関
す
る
調
査

研
究
の
た
め
に

　
大
阪
府
松
原
市
の
社
会

医
療
法
人
阪
南
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
阪
南
中
央
病
院

（
病
床
数
1
9
9
床
）
は

1
9
7
3
年
に
大
阪
府
と

松
原
市
の
共
同
出
資
で
設

立
、
現
在
は
民
営
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年

に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
と
契
約
し
、
業
績
が
改

善
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ル
導
入
の
　

コ
ン
サ
ル
導
入
の
　

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

●
医
師
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
具
体
的
に
は
医
師
面

談
や
給
与
交
渉
や
契
約

書
締
結
）
を
院
長
と
と

も
に
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
り
ま
す
。

●
外
国
人
材
の
活
用
を
積

極
的
に
行
い
、
看
護
補

助
者
を
合
計
4
名
採
用

し
て
い
ま
す
。

●
コ
ン
サ
ル
側
で
複
数
の

病
院
を
支
援
し
て
い
る

た
め
、
医
療
法
人
単
体

で
は
で
き
な
い
購
買
に

お
け
る
業
者
と
の
価
格

値
下
げ
や
質
の
高
い
商

品
の
仕
入
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
視
察
を
終
え
て

　
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
る
こ

と
で
医
師
や
看
護
師
が
医

業
行
為
へ
専
念
が
で
き
る

環
境
が
実
現
し
て
い
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
な

が
ら
も
産
婦
人
科
・
小
児

科
な
ど
の
不
採
算
部
門
だ

と
思
わ
れ
が
ち
な
科
も
残

せ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。

一口
メモ

就労継続支援Ｂ型とは…作ったもの、作業したことに対する成果報酬として工賃
が支払われる仕組みです。各自の障がいや症状にあわせて、無理をしない範囲で比
較的簡単な軽作業を自分のペースでこなすことができます。

皆さんの家庭を照らす照明皆さんの家庭を照らす照明
器具組み立て作業器具組み立て作業

　導入前 　導入後
年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023見込

医業収入 4,027 4,274 4,151 3,676 4,411 4,206 4,034
医業費用 4,275 4,031 3,925 4,032 4,035 3,921 3,910
医業損益 -248 243 226 -356 376 285 126
経常損益 -259 25 108 -368 330 223 2

コンサル導入前後の経営状況。2020 年の業績悪化は、新型コロナウイルス感染症
の影響（単位：百万円）

社
会
常
任
委
員
会 

視
察
報
告

障
が
い
者
福
祉
の
先
進
地
へ

病
院
コ
ン
サ
ル
導
入
で

業
績
改
善
を

一口
メモ

視
察
報
告
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委員会リポート

総 務
常任委員会

情
報
推
進
課
で

情
報
推
進
課
で

D
X
D
X
に
取
り
組
む

に
取
り
組
む

問　
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
基
本
方
針

に
新
設
す
る
情
報
推
進
課

で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
そ
う
い
っ
た
も
の
も

含
め
Ｄ
Ｘ
を
加
速
さ
せ
検

討
し
て
い
く
部
署
と
な
る
。

共
生
社
会
の
推
進

共
生
社
会
の
推
進

に
む
け
て

に
む
け
て

問　
「
共
生
社
会
の
推
進

に
関
す
る
こ
と
」
を
加
え

た
が
、
保
健
福
祉
課
で
な

く
総
合
政
策
課
で
行
う
理

由
は
。

答　
保
健
福
祉
課
の
人
権

擁
護
委
員
、
生
涯
学
習
課

の
男
女
共
同
参
画
等
を
、

一
括
し
て
行
う
係
を
新
設

す
る
。
各
課
と
連
携
し
、

総
合
政
策
課
で
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
く
。　
　

町
の
審
議
会
委
員

町
の
審
議
会
委
員

を
公
募

を
公
募

　
住
民
等
の
町
政
へ
の
参

画
と
公
正
で
透
明
な
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
委
員

の
公
募
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

問　
公
募
に
よ
る
選
考
基

準
は
。

答　
「
他
の
審
議
会
等
の

委
員
に
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
」
と
い
う
、
最
小
限

の
条
件
で
公
募
す
る
。

問　

公
募
者
が
複
数
に

な
っ
た
場
合
の
選
考
基
準

は
。

答　
審
議
会
の
目
的
、
趣

旨
に
即
し
た
方
を
事
務
局

で
選
考
し
最
終
的
に
は
町

長
が
決
定
す
る
。

問　
8
つ
の
審
議
会
で
公

募
し
な
い
理
由
は
。

答　
個
人
情
報
を
含
む
こ

と
を
審
議
す
る
な
ど
様
々

な
理
由
が
あ
り
公
募
に
適

さ
な
い
審
議
会
の
た
め
条

例
の
方
で
公
募
は
見
送
っ

た
。

デジ田
デン

で
地方活性化を

●消防委員会
●長期振興計画審議会
●自然保護審議会
●農業振興地域整備促進協議会
●住宅対策審議会
●交通安全対策審議会
●指定管理者選定審議会

公募を行う審議会等

一口
メモ

デジタル田園都市国家構想基本方針とは…デジタル技術の活用で地域の個性を活
かしながら地方の社会課題の解決や魅力向上を実現し地方活性化を加速するため
の方針のことです。

一口
メモ

委員会リポート

社 会
常任委員会

　
中
間
教
室
と
は
、
学
校

へ
行
き
に
く
く
な
っ
た
り

行
け
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
小
中
学
生
の
た
め
の

施
設
で
す
。
基
本
的
生
活

習
慣
の
改
善
、
情
緒
の
安

定
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
、

学
習
の
相
談
等
を
行
い
、

社
会
的
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

問　
先
生
の
事
務
室
は
2

階
だ
が
、
子
ど
も
達
を
迎

え
入
れ
る
に
は
1
階
の
方

が
い
い
の
で
は
。

答　
吹
き
抜
け
な
っ
て
お

り
児
童
生
徒
の
確
認
は
2

階
か
ら
で
も
で
き
る
。
運

用
の
中
で
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
き
た
い
。

４月より組織改革始まる
情報推進課と新庁舎周辺整備課を新たに設置

【
新
庁
舎
周
辺
整
備
課
】

【
情
報
推
進
課
】

職
員
人
材
確
保
は

職
員
人
材
確
保
は

問　
2
つ
の
課
が
新
た
に

設
け
ら
れ
る
が
、
職
員
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
も
踏

ま
え
て
の
改
正
か
。

答　
現
在
で
も
人
数
が
足

り
な
い
。
組
織
改
革
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
職
員
の

数
は
増
や
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
定
数
に
関
し
て
、

条
例
改
正
が
必
要
な
時
期

に
来
て
い
る
。

中間教室（教育支援センター）建設へ

設
置
目
的

　
　
本
格
化
す
る
新

庁
舎
整
備
事
業

を
着
実
に
推
進

す
る

設
置
目
的

　
　
自
治
体
D
X
の

推
進

　
●
情
報
推
進
技
術

の
活
用
に
関
す

る
こ
と

　
●
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
及
び
管

理
に
関
す
る
こ

と

　
●
広
報
及
び
広
聴

に
関
す
る
こ
と

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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委員会リポート

特別委員会

庁舎改築周辺
整備事業検討

民
意
の
反
映
は

民
意
の
反
映
は

問　
設
計
者
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
町
の
推
進
委

員
会
だ
け
で
な
く
、
一
般

住
民
の
意
見
も
考
慮
す
る

こ
と
を
発
信
す
る
べ
き
だ

が
。

答　
住
民
の
意
見
も
当
然

聞
く
。
推
進
委
員
会
の
様

子
を
Y
o
u
T
u
b
e
で

配
信
し
そ
れ
を
見
た
住
民

か
ら
も
声
を
寄
せ
て
も
ら

う
。
そ
れ
ら
も
町
長
の
最

終
判
断
の
要
素
に
な
る
。

問　
そ
う
し
た
声
の
収
集

の
仕
方
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
、
あ
る
い
は
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
に
直
接
来

て
い
た
だ
く
な
ど
、
声
を

寄
せ
て
も
ら
え
れ
ば
し
っ

か
り
と
整
理
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問　
次
回
推
進
委
員
会
の

前
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

係
る
予
算
、
時
期
、
マ
ス

タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
意

見
な
ど
情
報
提
供
が
行
わ

れ
る
の
か
。

答　
次
回
会
議
ま
で
に
は

委
員
に
示
せ
る
も
の
は
知

ら
せ
る
。

近
隣
へ
の
説
明
を

近
隣
へ
の
説
明
を

問　
庁
舎
改
築
に
よ
っ
て

最
も
影
響
を
受
け
る
の
は

周
辺
に
住
む
住
民
だ
と
思

う
が
、
そ
ち
ら
を
対
象
に

し
た
説
明
会
は
。

答　
住
民
へ
丁
寧
な
説
明

が
必
要
な
の
で
、
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
く
。

問　
庁
舎
が
今
よ
り
も
奥

ま
っ
て
町
道
鶴
溜
線
が
メ

イ
ン
の
入
口
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
れ
に
よ
っ

て
交
通
量
が
か
な
り
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
て
い
る
。
住
民
説
明

会
は
プ
ラ
ン
に
反
映
で
き

る
よ
う
な
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
開
催
で
き
な
い
か
。

答　
住
民
説
明
会
は
当
然

行
う
が
、
そ
の
前
に
町
に

意
見
を
寄
せ
て
も
ら
う
よ

う
議
員
か
ら
も
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
。

誰
も
が
納
得
す
る

誰
も
が
納
得
す
る

形
と
は

形
と
は

問　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
評

価
点
は
開
示
で
き
る
の
か
。

答　
公
表
す
る
性
質
の
も

の
で
は
な
い
と
捉
え
て
い

る
。

問　
町
長
選
挙
で
重
い
民

意
が
示
さ
れ
、
多
く
の
住

民
は
山
下
設
計
・
三
浦
慎

建
築
設
計
室
J
V
（
以
下

「
山
下
・
三
浦
J
V
」
と

い
う
。）
の
前
回
の
基
本

設
計
に
対
し
て
ノ
ー
を
示

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ま

た
同
じ
設
計
業
者
で
続
け

て
い
く
の
は
ど
う
な
の
か
。

　
公
募
の
条
件
を
最
新
の

情
報
に
変
え
な
が
ら
、
再

度
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施

す
れ
ば
、
誰
も
が
納
得
い

く
形
で
再
ス
タ
ー
ト
が
で

き
る
。
何
故
そ
う
な
っ
た

の
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

見
え
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。

答　
建
設
費
が
1
1
0
億

に
な
っ
た
の
は
、
あ
く
ま

で
も
物
価
の
上
昇
分
や
見

込
ん
で
い
な
か
っ
た
諸
経

費
分
を
載
せ
、
地
下
に
駐

車
場
な
ど
必
要
な
設
備
を

収
納
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
ま

た
Z
E
B
化
を
進
め
る
と

い
う
町
の
当
時
の
強
い
意

向
か
ら
増
え
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
山
下
・
三
浦
J
V

が
設
計
事
業
者
だ
か
ら
で

な
く
、
ど
の
業
者
で
も
同

じ
で
あ
る
。

　
こ
の
場
所
に
建
て
る
と

い
う
こ
と
を
最
も
理
解
し
、

病
院
も
あ
り
浅
間
山
も
あ

り
湯
川
も
流
れ
て
い
る
と

い
う
中
で
の
立
地
条
件
を

生
か
し
た
提
案
力
に
対
す

る
評
価
は
覆
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
し
住
民
の
合

意
形
成
が
や
は
り
不
十
分

で
、
そ
こ
は
丁
寧
に
説
明

を
尽
く
し
、
推
進
委
員
会

の
議
論
内
容
を
広
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
な

が
ら
、
丁
寧
な
合
意
形
成

を
心
が
け
て
進
め
て
き
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
か
か
っ

て
く
る
時
間
も
大
き
な
損

失
と
捉
え
て
お
り
、
町
と

し
て
は
い
っ
た
ん
、
山

下
・
三
浦
J
V
で
引
き
続

き
や
ら
せ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
考
え
を
出
し
て
い

る
。
説
明
責
任
は
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
き
た
い
。

3年9月実施のプロ
ポーザル審査結果

設計の委託先は設計の委託先は

安全・安心できる歩行空間の安全・安心できる歩行空間の
整備を整備を

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1 時間以内となっています。
内容は要約して掲載しています。
一般質問の様子は議会中継サイトよりご覧いただけま
す。なお会議録については２月下旬頃公開予定です。

町
へ
の
提
言
!

新春 ご来光

一般
質問

1 日目 2日目

横須賀 桃子� （11 ページ）

●子どもが知識を武器に性暴力から身を守る性教
育を

川島 さゆり� （12 ページ）

●信号機設置要望署名の重さをどう受けとめたか
●帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を
●労働者協同組合への支援は
●すこやかお出かけ利用券を商品券としては

小林 天馬� （13 ページ）

●国・県から LGBT 推進諸外国の懸念点等の事例
紹介は

●発達障害児への適切な応対は

眞島 聡子� （14 ページ）

●身近な区公民館でのスマホ教室の開催は
●育休退園の解消を
●卒園児の春休み中の保育受け入れは

小山 裕嗣� （15 ページ）

●合理的配慮の提供が義務化されるが、町の対応
は

●公立小学校エアコン未設置教室の対応は

寺田 和佳子� （16 ページ）

●４年度を含む過去の決算は正しいと言えないが

佐藤 幹夫� （17 ページ）

●軽井沢駅周辺町営駐車場の料金値上げは
●雲場池までの交通手段は

福本　修� （18 ページ）

●帳場設置義務がないことが民泊の苦情に繋がっ
ているが

●民泊事業者の把握は
●町の決まりを破っている事業者対応は

中澤 睦夫� （19 ページ）

●農業・農地の「地域計画」を取り組むうえで課
題は

 一般質問  一般質問

一
般
質
問
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や
保
護
者
会
な
ど
で
周
知

す
る
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
周
知

し
て
い
く
。

問　
産
婦
人
科
医
や
助
産

師
な
ど
、
外
部
講
師
に
よ

る
性
教
育
を
小
・
中
学
校

で
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
中
学

校
で
は
助
産
師
、
西
部
小

学
校
で
は
有
識
者
が
す
で

に
実
施
し
て
い
る
が
、
学

校
間
で
の
実
施
状
況
は
異

な
る
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
全
て

の
学
校
で
外
部
講
師
に
よ

る
性
教
育
が
実
施
で
き
る

予
算
の
計
上
を
考
え
て
い

る
。

行
い
、
中
学
校
で
は
異
性

と
の
関
わ
り
方
な
ど
を
含

め
学
年
ご
と
に
性
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。

問　
性
教
育
を
行
う
際
は
、

子
ど
も
達
へ
学
習
目
的
の

1
つ
で
あ
る
「
大
切
な
あ

な
た
達
を
守
り
た
い
」
と

い
う
思
い
を
伝
え
る
こ
と

で
、
子
ど
も
達
の
聞
く
姿

勢
も
違
っ
て
く
る
と
考
え

る
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
深
い

学
び
の
原
点
と
な
る
説
明

を
加
え
る
よ
う
保
育
士
や

教
職
員
に
伝
え
た
い
。

問　
児
童
・
生
徒
が
学
校

以
外
の
場
所
に
お
い
て
、

性
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を

無
料
で
気
軽
に
相
談
で
き

る「
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
町
の
見
解
は
。

病
院
事
務
長　
軽
井
沢
病

院
内
に
あ
る
、
助
産
師
に

よ
る
「
健
康
相
談
室
」
を

活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　
多
く
の
子
ど
も
や
保

護
者
は
相
談
室
の
存
在
を

知
ら
な
の
で
、
学
校
行
事

い
う
枠
組
み
の
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
発

育
測
定
や
プ
ー
ル
で
の
着

替
え
の
際
は
、
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
る
な
ど
の
配
慮
を

し
て
い
る
。

　
ま
た
小
学
校
で
は
水
着

で
隠
れ
る
部
分
の
「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
や
、

体
の
変
化
な
ど
の
教
育
を

問　
性
教
育
は
子
ど
も
が

豊
か
な
人
間
性
や
、
心
身

の
健
康
を
育
む
上
で
大
切

だ
が
、
保
育
園
に
お
け
る

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
で

は
ど
の
よ
う
な
学
習
内
容

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
立

保
育
園
で
は
、
性
教
育
と

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

子どもが知識を武器に
性暴力から身を守る性教育を
こども教育課長こども教育課長
来年度からは、全ての学校で外部講師による
性教育が実施できる予算の計上を考えている横須賀 桃子 議員

ユースクリニックとは…児童・生徒が誰に相談していいか分からない性の悩みな
どを無料で、気軽に相談できる場所のことです。

一
般
質
問
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労
働
者
協
同
組
合
へ

労
働
者
協
同
組
合
へ

の
支
援
は

の
支
援
は

問　
立
ち
上
げ
た
組
合
に

み
な
ま
ち
サ
ポ
ー
ト
等
の

支
援
を
す
る
制
度
は
。

総
合
政
策
課
長　
要
綱
に

定
め
る
補
助
金
交
付
対
象

で
あ
り
活
動
内
容
が
要
件

を
満
た
せ
ば
申
請
可
能
。

す
こ
や
か
お
出
か
け

す
こ
や
か
お
出
か
け

利
用
券
を
商
品
券

利
用
券
を
商
品
券

と
し
て
は

と
し
て
は

問　
外
出
支
援
は
多
様
な

使
い
方
で
こ
そ
促
進
で
き

る
が
、
商
品
券
と
し
て
の

活
用
は
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
考

え
て
い
な
い
。

町
と
し
て
の
助
成
の
考
え

は
。

保
健
福
祉
課
長　
国
・
県

の
動
向
や
近
隣
市
町
村
の

状
況
を
注
視
し
つ
つ
検
討

し
た
い
。

問　
国
・
県
か
ら
補
助
が

出
れ
ば
町
は
真
っ
先
に
手

を
上
げ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
国
・
県

の
補
助
の
際
は
、
積
極
的

に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

る
よ
う
、
12
月
補
正
予
算

を
提
出
し
た
。

　
今
後
の
計
画
は
、
8
年

度
末
を
め
ど
に
信
号
機
を

設
置
で
き
る
よ
う
、
交
差

点
改
良
の
た
め
の
予
備
設

計
を
発
注
。
6
年
度
に
詳

細
設
計
。
7
年
度
に
用
地

買
収
等
。
8
年
度
に
交
差

点
改
良
の
工
事
を
進
め
る

予
定
。

帯
状
疱
疹

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
を

接
種
費
用
の
助
成
を

問　
県
か
ら
各
自
治
体
へ

助
成
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

問　
警
察
に
提
出
さ
れ
た

中
部
小
通
り
新
幹
線
側
道

交
差
点
の
信
号
機
設
置
要

望
署
名
1
5
5
0
名
の
重

さ
を
ど
う
受
け
と
め
た
か
。

地
域
整
備
課
長　
以
前
か

ら
事
故
が
多
発
す
る
こ
の

交
差
点
に
注
意
喚
起
の
路

面
舗
装
や
標
識
、
電
光
掲

示
板
を
設
置
等
し
て
い
た

が
、
信
号
機
設
置
に
つ
い

て
改
め
て
庁
内
で
の
検
討

や
、
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
現
状
で
は
、
信
号
機
設

置
条
件
に
不
適
合
な
の
で

設
置
条
件
を
ク
リ
ア
し
、

早
く
信
号
機
を
設
置
で
き

一 般 質 問

一口
メモ

いよいよ信号機設置へ始動

一口
メモ

信号機設置要望署名の重さを
どう受けとめたか

地域整備課長地域整備課長
８年度末をめどに設置できるよう交差点改良工事を進
める予定 川島 さゆり 議員

帯状疱疹とは…水痘症と同じウイルスで起こる皮膚の病気で、左右どちらか片方
に発症します。50代からの発症率が高く80才までに約3人に1人が発症します。

一
般
質
問



令和６年１月25日　第141号13

発
達
障
害
児
へ
の
　

発
達
障
害
児
へ
の
　

適
切
な
応
対
は

適
切
な
応
対
は

問　
全
国
で
増
加
傾
向
の

発
達
障
害
児
だ
が
、
周
囲

の
不
理
解
が
原
因
で
二
次

障
害
の
鬱
病
等
を
招
く
こ

と
も
あ
る
。
親
な
ど
周
囲

の
大
人
が
適
切
な
応
対
を

す
る
た
め
に
、
ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
検

討
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
個

別
に
実
施
し
て
い
る
。
周

囲
の
理
解
不
足
で
本
人
や

保
護
者
の
自
己
肯
定
感
の

低
下
と
な
ら
な
い
取
り
組

み
を
今
後
も
研
究
す
る
。

て
関
係
各
課
と
検
討
す
る
。

問　
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー

ス
を
な
く
し
、
誰
で
も
ト

イ
レ
に
な
る
よ
う
な
検
討

は
よ
く
な
い
。
検
討
、
議

論
、
方
向
性
等
は
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
、

検
討
し
て
い
な
い
。
今
後
、

ニ
ー
ズ
、
多
様
性
等
、
議

論
が
重
ね
ら
れ
た
中
で
、

関
係
各
課
と
議
論
す
る
。

講
師
の
講
演
会
を
保
護
者

向
け
に
も
実
施
し
た
い
。

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
ト

イ
レ
を
設
置
し
、
女
性
専

用
ト
イ
レ
を
無
く
し
た
事

例
が
国
内
に
あ
る
が
、
町

の
検
討
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
ト
イ
レ
の
設
置

予
定
は
な
い
。
多
目
的
ト

イ
レ
、
誰
で
も
ト
イ
レ
と

い
っ
た
機
能
変
更
や
表
示

の
仕
方
は
、
必
要
に
応
じ

　
米
国
で
は
、
未
成
年
者

へ
の
行
き
過
ぎ
た
性
自
認

教
育
か
ら
性
別
違
和
診
断

数
が
増
加
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ケ
ア
に

よ
り
性
自
認
変
更
す
る
方

で
、
性
転
換
手
術
等
の
後

に
後
悔
す
る
未
成
年
者
が

増
加
し
、
訴
訟
増
か
ら
性

自
認
教
育
禁
止
の
州
や
反

L
G
B
T
法
案
提
出
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

問　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
必

要
だ
が
、
国
・
県
か
ら

L
G
B
T
推
進
諸
外
国
の

懸
念
点
等
の
事
例
紹
介
は
。

生
涯
学
習
課
長　
諸
外
国

等
の
諸
問
題
は
性
教
育
と

人
権
問
題
で
取
り
上
げ
て

い
な
い
。
国
・
県
を
注
視

し
必
要
性
が
応
じ
れ
ば
人

権
問
題
に
取
り
入
れ
た
い
。

問　
子
ど
も
に
性
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
教
育
を
ど
う
す
べ

き
か
は
保
護
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
よ
い
。
保
護

者
向
け
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を

提
供
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　
外
部

15 歳で乳房切除術
のクロエ・コール
さん事例

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

一口
メモ

男女の仕切りがないため抗議殺到により廃止となった
新宿歌舞伎町タワーのジェンダーレストイレ

国・県からLGBT推進諸外国
の懸念点等の事例紹介は

生涯学習課長生涯学習課長
性教育と人権問題では取り上げていない

小林 天馬 議員

ジェンダーアフォーミングケアとは…性自認を尊重するケアで、思春期抑制剤・ホ
ルモン剤の投与や乳房切除術、性別適合手術などを行うことです。
ペアレントトレーニングとは…子どもの行動変容を目的として、親がほめ方や指
示などの具体的な養育スキルを身につけることを目指すトレーニングです。

一
般
質
問
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そ
の
子
の
最
善
の
幸
せ
を

大
事
に
シ
ン
プ
ル
な
基
準

設
定
を
行
う
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
複
雑

性
の
な
い
誰
も
が
分
か
り

や
す
く
理
解
で
き
る
内
容

に
見
直
し
を
行
い
た
い
。

卒
園
児
の
春
休
み

卒
園
児
の
春
休
み

中
の
保
育
受
け
入

中
の
保
育
受
け
入

れ
は
れ
は

問　
卒
園
児
は
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
期
間
、
園
と

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
両

方
で
受
入
れ
が
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
対
策
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
今
年

度
末
か
ら
園
と
児
童
館
で

受
け
入
れ
を
対
応
す
る
。

育
休
退
園
の
解
消
を

育
休
退
園
の
解
消
を

問　
保
護
者
が
産
後
に
育

児
休
業
を
取
る
前
か
ら
、

す
で
に
保
育
所
へ
入
所
し

て
い
た
児
童
の
継
続
入
所

の
現
状
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
3
歳

以
上
児
は
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
大
切
な
時
期
で
継

続
利
用
が
必
要
と
認
定
さ

れ
る
。
3
歳
未
満
児
は
退

園
（
育
休
退
園
）
と
な
る
。

問　
育
児
休
業
中
の
継
続

入
所
の
基
準
見
直
し
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
見
直

し
に
向
け
た
検
討
を
始
め

て
い
る
。

問　
他
市
で
は
「
集
団
保

育
で
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
が
見
ら
れ
る
」
と
の
園

の
意
見
書
で
継
続
保
育
が

可
能
に
な
る
と
伺
っ
た
。

問　
身
近
な
区
公
民
館
で

繰
り
返
し
ス
マ
ホ
操
作
を

習
え
る
教
室
の
開
催
は
。

生
涯
学
習
課
長　
分
館
等

と
連
絡
を
図
り
支
援
し
た

い
。
分
館
事
業
運
営
補
助

と
別
途
講
師
謝
礼
な
ど
を

補
助
し
て
い
る
の
で
分
館

開
催
の
ス
マ
ホ
等
教
室
に

も
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ス
マ
ホ
教
室
へ
人
材

を
派
遣
で
き
る
体
制
を
整

え
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
中
央
公

民
館
へ
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
講
師
派
遣
等
を
協
議
し

た
い
。

問　
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
へ

の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

総
合
政
策
課
長　

高
齢

者
・
障
が
い
者
を
は
じ
め

全
て
の
皆
さ
ん
が
日
常
的

に
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を

享
受
で
き
、
豊
か
さ
を
真

に
実
感
で
き
る
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
実
現
を
目
指
す
取
り

組
み
は
大
切
で
あ
る
。

問　
W
i-

F
i
環
境
整
備

と
し
て
全
分
館
に
使
用
料

の
助
成
を
。

生
涯
学
習
課
長　
分
館
の

意
向
を
確
認
し
検
討
す
る
。

一 般 質 問

誰もがスマホを自由自在に使いこなす町へ

子育て負担軽減を

身近な区公民館での
スマホ教室の開催は

生涯学習課長生涯学習課長

分館等と連絡を図り支援したい
眞島 聡子 議員

一
般
質
問
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保
健
福
祉
課
長　
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
に

は
、
事
業
者
の
み
な
ら
ず

広
く
住
民
等
へ
の
周
知
啓

発
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
広
報
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
を

行
う
他
、
チ
ラ
シ
の
作
成
、

動
画
の
配
信
等
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問　
町
が
自
前
で
全
て
や

る
の
で
は
な
く
、
専
門
家

及
び
外
部
機
関
に
委
託
し

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る

が
。

保
健
福
祉
課
長　
外
部
委

託
し
た
業
者
と
連
携
を
図

り
周
知
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
と
思

う
の
で
検
討
し
た
い
。

光
宿
泊
業
・
そ
の
他
サ
ー

ビ
ス
業
が
多
い
当
町
に
お

い
て
は
商
工
会
・
観
光
協

会
等
関
係
団
体
と
連
携
し

事
業
者
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
開
催
す
る
た
め
、

実
施
計
画
に
計
上
し
て
い

る
。

問　
活
字
だ
け
で
理
解
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

住
民
に
対
し
て
も
何
ら
か

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

問　
6
年
4
月
1
日
か
ら

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義

務
化
さ
れ
る
。
共
生
社
会

推
進
係
が
新
設
さ
れ
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を

進
め
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互

い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認

め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
。
合
理
的
配
慮
の
提
供

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
観

公
立
小
学
校

公
立
小
学
校      

      

エ
ア
コ
ン
未
設
置

エ
ア
コ
ン
未
設
置  

教
室
の
対
応
は

教
室
の
対
応
は

問　
3
小
学
校
エ
ア
コ
ン

未
設
置
教
室
の
設
置
計
画

と
対
応
策
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
実
施

計
画
で
3
年
と
示
し
た
が
、

期
間
内
の
設
置
は
難
し
い
。

未
設
置
の
教
室
に
は
扇
風

機
を
設
置
、
場
合
に
よ
り

台
数
を
増
や
し
て
対
応
し

て
い
る
。

内閣府リーフレット

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

改正法の施行について、事業者を始め、広く国民に周知を
図るため、内閣府がリーフレットを作成

合理的配慮の提供が
義務化されるが、町の対応は

保健福祉課長保健福祉課長
商工会や観光協会などの関係団体と連携をして、事業
者を対象とした研修会を開催する小山 裕嗣 議員

一口
メモ

合理的配慮の提供とは…障害のある人から「社会の中にあるバリア（障壁）を取り
除くために何らかの対応が必要」との意思が伝えられたときに、行政機関等や事業
者が、負担が重すぎない範囲で必要かつ合理的な対応を行うことです。

一
般
質
問
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常
に
2
億
円
の
運
転
資
金

が
必
要
で
あ
る
。

問　
4
年
度
の
決
算
見
込

み
と
決
算
に
大
き
な
乖
離

が
あ
っ
た
。
決
算
見
込
み

が
正
確
で
な
い
と
議
員
は

繰
入
金
の
審
議
が
で
き
な

い
が
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

病
院
事
務
長　
確
か
に
数

字
の
乖
離
は
認
め
な
く
て

は
い
け
な
い
。
で
き
る
だ

け
精
度
を
高
め
作
り
た
い
。

以
降
決
算
で
修
正
処
理
で

き
る
。
4
年
度
決
算
は
議

会
で
認
定
を
受
け
て
お
り
、

再
度
付
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
4
年
度
12
月
に
行
っ

た
3
億
2
0
0
0
万
円
の

補
正
予
算
で
使
用
し
た
説

明
資
料
で
は
、
収
入
を
過

小
評
価
し
た
資
金
計
画
の

疑
い
が
あ
る
。
繰
入
は
本

当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
。

病
院
事
務
長　
補
正
時
の

見
込
み
で
は
支
払
い
不
能

に
陥
る
状
況
で
あ
っ
た
。

士
が
い
る
認
識
で
あ
る
。

問　
こ
れ
で
は
4
年
度
を

含
む
過
去
の
決
算
は
正
し

い
と
言
え
な
い
が
。

病
院
事
務
長　
誤
っ
た
経

理
処
理
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
年
度
の
決

算
の
中
で
修
正
し
た
い
。

問　
4
年
度
決
算
を
正
確

に
し
、
議
会
に
諮
り
直
す

考
え
は
。

病
院
事
務
長　
台
帳
整
備

が
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
不
明
だ
が
、
5
年
度

問　
4
年
度
決
算
で
是
正

し
た
患
者
用
ベ
ッ
ド
の
償

却
誤
り
と
同
様
の
物
が
51

件
あ
る
が
承
知
し
て
る
か
。

病
院
事
務
長　
承
知
し
て

い
な
い
。

問　
4
年
度
末
の
器
械
備

品
の
固
定
資
産
台
帳
で

は
病
院
に
M
R
I
3
台
・

C
T
2
台
・
1
0
3
床
の

病
院
に
ベ
ッ
ド
が
1
8
3

台
あ
る
こ
と
に
な
る
。
正

し
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
台
帳
を
公
認
会

計
士
に
見
て
も
ら
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
監
査
は
。

病
院
事
務
長　
監
査
で
な

く
病
院
で
作
っ
た
決
算
の

数
字
を
確
認
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
固
定
資
産
台
帳

は
見
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。

問　
決
算
を
公
認
会
計
士

に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
と

言
う
が
、
契
約
先
は
税
理

士
で
あ
る
。
本
当
に
公
認

会
計
士
な
の
か
。

病
院
事
務
長　
契
約
先
は

会
社
で
、
公
認
会
計
士
と

言
う
文
言
を
盛
り
込
み
応

札
し
て
い
る
。
公
認
会
計

一 般 質 問

４年度を含む過去の
決算は正しいと言えないが

病院事務長病院事務長
誤った経理処理が明らかになった場合には、
年度の決算の中で修正したい

MRI が３台？本当に医療機器は充実してる？

寺田 和佳子 議員

一口
メモ

器械備品の未済額とは…所有する器械備品の現在の価値のことです。

一口
メモ

上記2つの資料の数値は令和４年度決算資料と固定資産台帳から引用したものです。

一
般
質
問
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地
域
整
備
課
長　
用
地
の

取
得
が
で
き
れ
ば
歩
道
の

設
置
は
考
え
た
い
が
、
当

面
、
歩
道
が
あ
る
場
所
を

歩
い
て
も
ら
う
よ
う
に
、

誘
導
の
案
内
標
識
や
道
路

ペ
イ
ン
ト
を
行
い
た
い
。

ら
雲
場
池
間
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
試
験
運
行
に
お
け

る
利
用
者
数
の
実
績
は
。

観
光
経
済
課
長　
本
年
10

月
1
日
か
ら
11
月
12
日

ま
で
43
日
間
試
験
運
行

し
、
利
用
者
数
は
合
計

7
6
0
0
名
で
あ
っ
た
。

問　
旧
軽
井
沢
に
観
光
バ

ス
等
で
訪
れ
る
方
は
雲
場

池
ま
で
町
道
離
山
線
の

北
西
側
の
歩
道
を
歩
く

方
が
多
い
。
途
中
、
約

1
3
0
m
の
区
間
は
歩
道

が
な
い
。
歩
道
の
設
置
な

ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
て
町
で
何
か
対
策
を

講
じ
る
考
え
は
。

問　
軽
井
沢
駅
周
辺
の
駐

車
場
は
、
常
に
混
雑
し
て

お
り
、
い
つ
で
も
ほ
ぼ
満

車
の
状
態
で
あ
る
。
一
日

7
0
0
円
で
駐
車
で
き
る

た
め
、
長
期
間
利
用
者
が

非
常
に
多
く
駅
利
用
者
が

駐
車
で
き
な
い
。
無
料
の

時
間
帯
の
廃
止
や
料
金
の

値
上
げ
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

観
光
経
済
課
長　
無
料
時

間
帯
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
商
店
街
と
の
調
整

も
必
要
か
と
考
え
る
。
利

用
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
民
間
の
駐
車
場
や

他
の
観
光
地
な
ど
の
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
。

雲
場
池
ま
で
の

雲
場
池
ま
で
の      

交
通
手
段
は

交
通
手
段
は

問　
雲
場
池
近
隣
の
民
間

大
型
駐
車
場
や
町
設
置
の

駐
車
場
が
な
く
な
り
、
観

光
客
等
が
訪
れ
る
の
が
大

変
不
便
に
な
っ
た
。
こ
の

秋
実
施
し
た
軽
井
沢
駅
か

一 般 質 問

軽井沢駅周辺町営駐車場の
料金値上げは

観光経済課長観光経済課長
近隣の民間の駐車場や他の観光地などの例を参考にしな
がら研究をしていく佐藤 幹夫 議員

入庫待ちする駅北口西側駐車場

安全確保の歩道設置を

一
般
質
問
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ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
も

同
様
に
、
県
と
連
携
し
て

対
処
し
た
い
が
改
善
さ
れ

な
い
場
合
に
は
県
条
例
や

施
行
規
則
の
改
正
を
働
き

か
け
た
い
。

ま
り
を
破
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。

環
境
課
長　
住
宅
宿
泊
事

業
法
に
基
づ
く
届
出
は
県

が
窓
口
。
県
に
事
前
に
届

出
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
町
に
問
い
合
わ
せ
る
よ

う
案
内
を
い
た
だ
き
、
直

接
届
出
者
に
、
民
泊
施
設

等
の
取
扱
基
準
を
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
説
明
を

無
視
し
県
に
届
出
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
県
は
届
出

が
提
出
さ
れ
れ
ば
受
理
せ

戸
建
て
住
宅
な
ど
に
宿
泊

さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
宿
泊
事
業
者
、
事
実

上
の
民
泊
事
業
者
が
多
数

存
在
す
る
が
、
町
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長　
把
握
し
て
い

な
い
。

町
の
決
ま
り
を
破
っ

町
の
決
ま
り
を
破
っ

て
い
る
事
業
者
　

て
い
る
事
業
者
　

対
応
は

対
応
は

問　
民
泊
新
法
に
基
づ
く

町
内
の
届
出
は
12
件
。
決

住宅宿泊事業法
（民泊新法）の概要

一 般 質 問

帳場設置義務がないことが
民泊の苦情に繋がっているが

環境課長環境課長
使用人等の駐在規定の基準を加えた自然保護対策要綱
あるいは条例化も見据えるか検討している 福本 修 議員

　
急
増
す
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
の
多
様
な
宿
泊

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
を
目

的
に
「
住
宅
宿
泊
事
業
法

（
民
泊
新
法
）」
が
施
行
さ

れ
当
町
で
も
県
に
届
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
泊

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
当
町
で
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
。

問　
事
実
上
の
民
泊
は
簡

易
宿
所
と
し
て
届
け
出
て

い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
。
帳

場
（
フ
ロ
ン
ト
）
の
設
置

義
務
が
な
い
こ
と
が
ト
ラ

ブ
ル
を
助
長
し
て
い
る
が
。

環
境
課
長　
使
用
人
等
の

駐
在
規
定
の
基
準
を
加

え
た
自
然
保
護
対
策
要
綱

あ
る
い
は
条
例
化
も
見
据

え
る
か
と
い
っ
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

民
泊
事
業
者
の
　

民
泊
事
業
者
の
　

把
握
は

把
握
は

問　
町
が
定
義
し
た
民
泊

以
外
に
も
、
一
般
の
住

民
が
民
泊
か
ら
想
起
す
る
、

長野県が公表している住宅宿泊事業届出情報一覧
（令和 5 年 7 月 24 日時点）
町の決まりを守らない 12 の届出が確認できる

一
般
質
問
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剰
米
が
な
く
提
案
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
テ
レ
ビ
紹
介
さ
れ
た

い
す
み
市
で
子
ど
も
が
地

産
地
消
の
言
葉
を
使
い
食

育
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

学
校
給
食
等
は
市
価
の

1
・
5
倍
で
買
い
取
り
若

い
後
継
者
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。
町
で
も
考
え
て
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
木
更

津
市
と
武
蔵
野
市
を
視
察

し
た
。
町
で
地
産
地
消
、

有
機
が
取
り
入
れ
ら
れ
る

な
ら
積
極
的
に
入
れ
た
い
。

問　
稲
作
で
は
主
食
以
外

に
も
発
酵
し
て
飼
料
用
に

す
る
稲
が
で
き
る
。
水
路

な
ど
基
盤
整
備
は
。

地
域
整
備
課
長　
農
業
委

員
会
か
ら
導
入
計
画
は
聞

い
て
い
な
い
。
計
画
が
あ

れ
ば
必
要
に
応
じ
整
備
す

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問　
発
地
温
水
た
め
池
の

し
ゅ
ん
せ
つ
計
画
は
。

地
域
整
備
課
長　
今
年
度

実
施
予
定
で
あ
る
。

一 般 質 問

一口
メモ

農業・農地の「地域計画」を
取り組むうえで課題は

観光経済課長観光経済課長

農地集約化や規模拡大し営農したい農業者確保も課題
中澤 睦夫 議員

問　
食
料
自
給
率
38
％
の

中
で
農
家
が
減
り
食
料
安

全
保
障
、
農
業
危
機
が
話

題
と
な
っ
て
い
る
。
農
水

省
は
今
後
の
農
業
・
農
地

の
「
地
域
計
画
」
の
策
定

を
自
治
体
に
求
め
て
い
る
。

“
作
文
”
で
は
な
く
農
業・

食
料
の
今
後
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
地
域
計
画
の

検
討
状
況
は
。

観
光
経
済
課
長　
農
業
委

員
会
や
認
定
農
業
者
等
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
農

地
利
用
の
情
報
収
集
を
し

て
い
る
。
委
員
会
や
J
A
、

担
い
手
等
と
協
議
を
行
う
。

問　
有
機
農
業
の
位
置
づ

け
は
地
域
計
画
の
検
討
課

題
に
入
っ
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長　
具
体
的

に
こ
の
地
区
で
と
の
考
え

は
な
い
。
協
議
の
場
で
有

機
を
進
め
る
地
区
が
あ
れ

ば
一
緒
に
考
え
る
。

問　
地
域
計
画
で
、
有
機

農
業
以
外
の
課
題
は
。

観
光
経
済
課
長　
農
業
者

の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
拡

大
、
農
地
の
集
約
化
等
が

喫
緊
の
課
題
。
農
地
集
約

や
規
模
を
拡
大
し
営
農
し

た
い
農
業
者
確
保
も
課
題
。

問　
良
食
味
の
米
「
つ
き

あ
か
り
」
を
農
協
の
子
会

社
が
つ
く
り
学
校
給
食
に

し
好
評
と
聞
く
。
町
レ
ス

ト
ラ
ン
等
へ
軽
井
沢
の
米

と
し
て
積
極
的
な
提
案
は
。

観
光
経
済
課
長　
提
案
し

た
い
が
軽
井
沢
産
は
、
全

て
小
中
学
校
へ
納
品
し
余

発地では農機具メーカーの新人研修もかねて
稲刈りをします

ため池に土砂がたまり機能が十分果たせていません

地域計画とは…農業経営基盤強化促進法の改正で法定化され、5年から 10年後
をめどにだれがどこで何を作るかを 6年度までに地域ごとに決めます。

一口
メモ

一
般
質
問
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軽
井
沢
病
院
の
　
　

軽
井
沢
病
院
の
　
　

改
善
方
針
を
業
務

改
善
方
針
を
業
務

委
託
委
託

問　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
委
託

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
指

す
の
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　
公
募
型
で
病
院
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
予
定
。

2
月
に
契
約
締
結
し
た
い
。

問　
今
回
の
業
務
委
託
の

内
容
は
。

答　
よ
り
具
体
的
で
実
効

性
の
あ
る
手
段
、
方
針
な

ど
を
策
定
し
病
院
へ
の
実

効
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

院
内
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
内
部

環
境
の
分
析
、
町
の
人
口

動
態
な
ど
か
ら
外
部
環
境

分
析
を
し
、
経
営
改
善
策

を
具
現
化
し
た
い
。

問　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

ど
ん
な
仕
事
ぶ
り
に
な
る

の
か
。

答　
院
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

院
長
・
町
長
を
統
括
責
任

者
と
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
病
院
事

務
長
、
総
合
政
策
課
長
が

務
め
る
。
総
看
護
師
長
・

放
射
線
技
師
長
や
医
師
以

外
の
医
療
従
事
者
が
チ
ー

ム
に
加
わ
る
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
出
さ
れ
た
意
見

を
ま
と
め
る
と
共
に
、
必

要
な
情
報
提
供
や
指
摘
を

行
う
。

チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
で

チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
で

何
が
で
き
る

何
が
で
き
る

　
町
で
は
、
来
年
度
か
ら

質
問
に
自
動
で
返
答
す
る

自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

チ
ャ
ッ
ト
（
会
話
）
ボ
ッ

ト
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
開
始

し
ま
す
。

問　

町
公
式
L
I
N
E

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
D
X
推
進
の
一
環
と

し
て
、
よ
く
あ
る
質
問
へ

の
回
答
、
道
路
損
傷
・
避

難
所
の
開
設
情
報
、
施
設

や
集
団
検
診
な
ど
の
予
約

機
能
、
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
を
備
え
て
お

り
、
住
民
の
利
便
性
が
向

上
し
業
務
の
効
率
化
を
図

れ
る
。

全会一致で原案可決　同意

12月定例会 議決結果をお知らせします
議案番号等 議　案　名
議案第57号 佐久市・軽井沢町清掃施設組合の解散及び財産処分について
議案第58号 浅麓環境施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について
議案第59号 審議会等の委員を公募するための関係条例の整備に関する条例の制定について
議案第60号 軽井沢町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部改正について
議案第61号 軽井沢町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について
議案第62号 令和5年度町単軽井沢町中間教室（教育支援センター）建設工事請負契約の締結について
議案第63号 令和5年度国補重要文化財・旧三笠ホテル防災・活用整備工事請負契約の締結について
議案第64号 町営中軽井沢駅前駐車場での屋根天井板の落下による車両損傷事故に係る損害賠償の額

を定めること及びこれに伴う和解について
議案第65号 令和5年度軽井沢町一般会計補正予算（第8号）
議案第66号 令和5年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第2号）
議案第67号 令和5年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第3号）
議案第68号 令和5年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第2号）
議案第69号 令和5年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
議案第70号 令和5年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第1号）
議案第71号 軽井沢町国民健康保険税条例の一部改正について
同意第10号 教育委員会委員の任命について
議案第72号 令和5年度軽井沢町一般会計補正予算（第9号）

補正
予算

12
月
定
例
会

あなたの質問にロボットが回答します

回答

質問

補
正
予
算
・
議
決
結
果
・
陳
情
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陳 情 者 斎藤 尚弘 氏

件 　 名 「まちづくり推進室」が計画中の補助金制度（補助金交付要綱）に関する陳情書

陳情項目の
要 旨

１．まちづくり推進室が計画中の補助金交付要綱の情報開示を望む。
２．同要綱に対するパブコメなど住民参加の機会提供と意見要望の採用を望む。
３．「文化磁場油や」の建物改修費用が補助金対象となるよう、補助金交付要綱に規定を
      含むよう望む
４．補助金制度と矛盾しないよう自然保護対策要綱の見直しを望む。

委員会・本会議　不採択

反対する討論反対する討論

　現段階においては単独の
施設に特化した補助を議会
から働きかける必要性はな
い。補助金制度は地区全
体の住民福祉の向上につな
がっていくのが望ましく、
陳情は陳情者個人の思い入
れが強く感じられ、制度の
趣旨に合っていない。

陳情者からの聞き取り

陳情項目に対する担当課の見解

まちづくり推進室からの聞き取り

１.現在交付要綱の制度設計をしており、現段階での公開の
予定はない。制度が始まった段階でホームページ等で公
開していく。

２.交付要綱はパブリックコメント等を経て制定するもので
はないので実施する予定はない。まちづくり基本条例の
一部改正との関連性もない。

３.補助金は景観の整備に要する経費を補助するためのもの
で、文化財の保護等を目的とすることはできない。ただ
し「文化磁場油や」の外観の修景ならば、補助の対象に
なると考える。

４.ガイドラインは町自然対策保護要綱を遵守しているため、
矛盾はしていない。

陳情は こうなりました

問　この旅館の所有は。
答　陳情者の有限会社所有である。
問　エリア会議内で賛同を得られな

いとのことだが理由は。　
答　油やの話をそもそも取り上げて

もらえない。　

問　現在の状況は。
答　追分では街並み修景を目的としたデザインガイドラ

インが完成したところである。町としてガイドライ
ンに基づいて、今後補助制度の作成作業に入ってい
く。

問　追分のエリア会議では話を聞いてもらえなかったと
のことだが。

答　陳情者は地域会議に出席し発言もしているが、景観
を修景するという会議の趣旨に沿わないことから

「受け入れられていない」と捉えているのではないか。

補
正
予
算
・
議
決
結
果
・
陳
情
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議会だよりなど
の表紙を

飾ってみません
か

議会で使用する写真を
募集します！
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議　
　
長�

遠
山　
隆
雄

委
員
長�

利
根
川
泰
三

副
委
員
長�

眞
島　
聡
子

委　
　
員�

金
山
の
ぞ
み

�

小
林　
天
馬

�

福
本　
　
修

�

押
金　
洋
仁

�

横
須
賀
桃
子

�

土
屋　
好
生

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

〜風景や街角スナップ、生き物など
ジャンルは問いません〜軽井沢軽井沢議 会議 会

だよりだより

141
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に
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新体制スタート4年ぶりに行われた消防団ポンプ操法大会

4年ぶりに行われた消防団ポンプ操法大会

デジタルデータ
（複数応募可）

軽井沢町内で撮影した未発表作品に限ります
（人物や著作物の場合は掲載許可が必要です）

●著作権・二次利用許諾要件等を遵守してください
●ご応募いただくデータは記録媒体で提出願います
●採用した場合、お名前の掲載をお願いすることがあります
●議会だより以外でもホームページなどで使用することが
　あります

　詳しくは議会事務局まで　☎0267-45-8910

３月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、２月９日（金）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議（６月）での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

請願・陳情の請願・陳情の
お知らせお知らせ
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　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
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　軽井沢町議会
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今
回
の
編
集
で
は
、住
民
と
町

づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う「
議

会
と
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」に

焦
点
を
当
て
、参
加
者
の
皆
さ
ん

の
質
問
な
ど
に
対
す
る
町
側
の
返

答
を
最
初
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
配

置
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　
昨
今
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
ま
す

が
、住
民
の
方
々
と
直
接
お
会
い

し
、意
見
交
換
で
き
る
時
間
は
と

て
も
貴
重
で
す
。

　
今
年
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点

で
あ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信

を
進
め
る
と
同
時
に
、初
め
て
読

む
方
に
も
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

     （
横
須
賀 

桃
子
）

　

こ
ん
に
ち
は
、
今
回
議
会
だ
よ
り
の

モ
ニ
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
小
林
茂
生
で
す
。

　
今
回
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
議
会
だ

よ
り
に
は
あ
ま
り
目
を
通
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
改
め
て
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
軽
井
沢
で
生
ま
れ
自
然
や
地
域

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

軽
井
沢
町
で
普
通
に
生
活
し
て
い
ま
し

た
が
、
議
会
だ
よ
り
を
読
む
よ
う
に
な

り
町
と
議
会
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、

私
た
ち
の
生
活
に
は
気
づ
か
な
い
問
題

が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　
様
々
な
問
題
点
を
議
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
半
は
私
た
ち
の

生
活
に
つ
な
が
る
問
題
点
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
行
政
は
ど
う
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
か
の
動
き
を
議
会
だ
よ
り

を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
若
い
方
に
は
あ
ま

り
馴
染
み
の
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
若
い
方
た
ち
に
こ
そ
今
後
の

生
活
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の
で
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
小
林 

茂
生
（
原
文
マ
マ
）


